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２　他の類語は、以下を参照してください。
3.http://www.carlinville.macoupin.k12.il.us/middle/cms/2000wp/tales/definition.htm
4 民俗学者 StithThompsonはそのような物語には妖精がめったに出てこないことに注目して、用語「fairy tales」を使うことに抵抗しました;

彼が好む用語は「Märchen」です。彼は　「Märchen」を次のように定義している。「、一連のモチーフあるいはエピソードを含んでいて、はっきりした地点や特徴のない架空の世界の中で移動する、ある長さの物語」、ウォーリー・ヘースティングズ、:http://www.dalton.org/libraries/fairrosa/disc/fairytale.definition.html 
5引用　ウォーリー・ヘースティングズによると、http://www.dalton.org/libraries/fairrosa/disc/fairytale.definition.html
6. 「Fable:寓話。」マイクロソフトEncartaオンライン百科事典2000( (Microsoft encartaOnlineEncyclopedia) http://encarta.msn.com)動物寓話の中で最も早く最もすばらしい収集のうちの1つは、アイソポスのそれです。
７．参照　ウォーリー・ヘースティングズ、http://www.dalton.org/libraries/fairrosa/disc/fairytale.definition.html.
8.参照 Dieler、次のものの中で、日本のメルヘンと神話」(http://www.uni-mainz.de/～dielkielk000/MAERCHEN/index.htm)。
9kawauchi、鶴の恩返し、Kodansha International、p7.

１０．(引用　あるインターネット・ページによるが、しかし、私は出所を思い出せません。)

１１．Astrid Lindgrenは言います:Г子供たちはちょっとした手づかずの世界を必要とします、何かすがりつく物があり、すこしも問題がないという。」引用　アンデルセンとグリムのメルヘンによると、Mahnert-Lueg1979、p5.

１２．Ｃharlotte Rougemont、おとぎ話の話し手、以前言った:「おとぎ話は魂のためのビタミンです。
子供は、グリム兄弟(Grimm Brothers)の言語を音楽のように理解します。
おとぎ話はそれらの感傷に訴えて、暖かさと安心感を与えて、それらの空想を映画あるいはテレビよりもっと刺激します。」引用　アンデルセンとグリムのメルヘンによると、Mahnert-Lueg1979、p5.

１３．実際、おとぎ話伝承で見つかる多くの原型があります。例えば、フクロウは知恵を意味するかもしれません。
しばしば、彼の探究が、意識するようになる過程に役立つ「ヒーロー」の原型がある。
魔女は「偉大なマザー(Great Mother)」の原型の否定の部分です。
「年寄りの賢人(Old Sage)」も見つけることができます。
悪魔は、私たちが考えられるすべてのものが持ち、人の意識的なレベルから否定し取り除こうとする「影」の原型の具体化です。ツバァイク/エイブラムス参照、「影への遭遇:」　人間性の暗いサイド(Dark Side)の秘密の力(Hidden Power). Tarcher 1991年.―なぜ、全体として　ドイツのおとぎ話より日本のおとぎ話のほうが　悪い魔女、魔法使い、継母などのようなキャラクターがより少ないのでしょうか、そしてこの事実は　日本人が　調和や、調和的な性質を望むのとどういう関係があるのでしょうか　（参照　Dieler、日本のメルヘンと神話、http://www） uni-mainz.de/～dielk000/MAERCHEN/index.htmはまだこれから調査されます。
原型で、さらにおとぎ話のフィギュアーは、空想家の個性あるいはおとぎ話のヒーローの様相として描写することができます。
これらの様相はそれらのタスクの解決か謎の解決により対話します。
これがなされた時に、結婚(それはヒーローが　愛に　個性の分岐する様相を一致させたことを意味する)があるでしょう。
彼はＳelf:自己」を見つけました。それは完全さの原型です。
精神療法と同様におとぎ話でも、目的がますます「oneself：自分自身、癒された完全な物」になることです

参照：Savory-Deermann 出典「神話とメルヘン、儀式と風習、思想と夢」、[次のものからの抜粋、霊の鏡としての動物と文化の象徴]、引用　http://home.egge.net/～savory/quellen.htm

(それらの原型はすべて、様々な動物によって同様に象徴化されます。漆黒のものは、あるおとぎ話で　影に入った「animus：敵意」の原型かもしれません。別のものでは、鹿が内部の子供を象徴するかもしれません。また別のものでは、種馬は、年老いた賢人、また、ロバは自己への骨の折れる道の表れかもしれません。参照、Ｓａｖｏｒｙ-Deermann、op。
14.アンデルセンAlbum 1844. 引用　アンデルセンとグリムのメルヘンによると、Mahnert-Lueg1979、p5,
15. Giesela によってイラストされた、アンデルセンとグリムのメルヘン Pferdemenger Muenchen:Mahnert-Lueg1979、p.5.
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